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 2026 年５月 19日 

 

各  位 

 

 

AI特化型高性能データセンター開発プロジェクト（６社連合）と 

KAYTUS JAPAN 株式会社との業務提携に関する基本合意書（MOU）締結のお知らせ 

 

～国内における AI基盤となる高性能データセンターの提供を目指して加速します！～ 

 
当社は、AI 特化型高性能データセンターの開発および運営を目的とした共同プロジェク

ト（以下、「本プロジェクト」という。）に関し、インフラストラクチャ製品・ソリューシ

ョンのグローバルプロバイダーである KAYTUS JAPAN 株式会社（東京都千代田区大手町二

丁目６番４号 代表取締役 田 暁魯 以下、「KAYTUS 社」という。）との間で、本日付で業務

提携に向けた基本合意書（MOU）を締結いたしましたので、お知らせいたします。 

 

本 MOU は、当社がパートナー各社を代表し、2026 年５月中を目途に設立を予定している

合弁会社「AI Data Partners（仮称）」（以下、「本合弁会社」という。）との将来的な提携

を前提に締結されたものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．本 MOU 締結の背景と目的 

本プロジェクトは、当社、ReYuu Japan 株式会社、株式会社イメージワン、ウインテス

ト株式会社、株式会社 FDに加え、2026 年５月 18日付 PR 情報「AI 特化型高性能データセ

ンター開発プロジェクトへの株式会社 Birdman の追加参画（６社体制への移行）に関する

お知らせ」で公表したとおり、追加参画を合意した株式会社 Birdman を含む、計６社の強

みを結集した国内最大級の AIインフラ構築プロジェクトです。 

 

KAYTUS 社は、クラウド、AI、エッジコンピューティング等の領域向けに、サーバー製品

を含む ITインフラ製品・ソリューションを提供する KAYTUS Systems Pte. Ltd.の日本法

人であり、AI・HPC（ハイパフォーマンスコンピューティング）領域に特化した高性能 

GPU サーバーを提供する次世代インフラベンダーである同社は、最新世代の高性能 GPU 

を最大限に活用するための筐体設計、冷却・電源設計、システムアーキテクチャに強みを

https://abc-chain.com/press/ai%e7%89%b9%e5%8c%96%e5%9e%8b%e9%ab%98%e6%80%a7%e8%83%bd%e3%83%87%e3%83%bc%e3%82%bf%e3%82%bb%e3%83%b3%e3%82%bf%e3%83%bc%e9%96%8b%e7%99%ba%e3%83%97%e3%83%ad%e3%82%b8%e3%82%a7%e3%82%af%e3%83%88%e3%81%b8/
https://abc-chain.com/press/ai%e7%89%b9%e5%8c%96%e5%9e%8b%e9%ab%98%e6%80%a7%e8%83%bd%e3%83%87%e3%83%bc%e3%82%bf%e3%82%bb%e3%83%b3%e3%82%bf%e3%83%bc%e9%96%8b%e7%99%ba%e3%83%97%e3%83%ad%e3%82%b8%e3%82%a7%e3%82%af%e3%83%88%e3%81%b8/
https://abc-chain.com/press/ai%e7%89%b9%e5%8c%96%e5%9e%8b%e9%ab%98%e6%80%a7%e8%83%bd%e3%83%87%e3%83%bc%e3%82%bf%e3%82%bb%e3%83%b3%e3%82%bf%e3%83%bc%e9%96%8b%e7%99%ba%e3%83%97%e3%83%ad%e3%82%b8%e3%82%a7%e3%82%af%e3%83%88%e3%81%b8/
https://www.kaytus.com/
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持ち、大規模 AI 学習や推論処理に求められる高密度・高効率・高い安定性を実現してい

ます。 

特に、AI ワークロードを前提としたサーバー設計思想により、GPU の性能を引き出す

スケーラビリティと信頼性を両立しており、データセンター運用における電力効率や拡張

性の面でも優位性を有しています。国内では、大手インターネット企業への大規模な GPU 

サーバー納入実績を有しており、その高い拡張性と信頼性により、エンタープライズから

先端技術開発を行う企業まで、次世代 AI 基盤を支えるパートナーとして事業を展開して

います。 

本件プロジェクトにおけるパートナー各社のうち、イメージワン社は 2026 年１月に医

療・環境分野での AI 活用において、また ReYuu Japan 社は 2026 年５月に AI インフラの

ライフサイクル（リユース・更新）領域において、既に KAYTUS 社とそれぞれ個別の提携

を発表しております。 

 この度、本プロジェクトを主導する本合弁会社が KAYTUS 社と包括的に連携すること

で、これまでの個別の知見を統合し、データセンターの設計・構築から、高性能サーバー

の調達、運用、保守、そして機材のライフサイクル管理までをワンストップで提供する、

圧倒的な競争力を備えた AI 基盤の実現を目指します。 

 

本合弁会社の設立により、新たな収益基盤の確立と、日本の生成 AI市場の発展への寄

与を加速させてまいります。 

 

 

２．本 MOU に基づく主な検討内容 

本合弁会社および KAYTUS 社は、以下の事項について具体的に協議を進めてまいりま

す。 

 

➢ 次世代 AI 計算基盤の構築 

 KAYTUS 社の高性能 GPU サーバー、液冷技術、および「MotusAI」等のプラットフォー

ムを活用したデータセンターインフラの最適化。 

 

➢ 安定的な機材供給体制の確保 

国内 10 拠点の展開を見据えた、サーバー・ネットワーク機器等の優先的かつ安定的

な調達スキームの構築。 

 

➢ ライフサイクルマネジメント 

ReYuu Japan 社の知見を活かしたサーバー更新・入替に伴うリユース・再流通プロセ

スの統合。 

 

➢ 特定分野へのソリューション展開 

イメージワン社の医療画像・地球環境 AI 等、高度な計算リソースを必要とする事業

への優先提供。 

 

 

３．今後の見通し 

各領域のトップランナーが集結し、グローバルリーダーである KAYTUS 社との強力なパ

イプが確立されたことで、本プロジェクトが掲げる目標の実現に向けた確度は飛躍的に高

まったものと考えております。 
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また、将来的には、AI計算資源の提供に加え、資産流動化やデジタル資産化を含む新た

な金融スキームの構築も視野に入れて検討を進めてまいります。 

 

 なお、本 MOU 締結による当連結会計年度の業績への影響は軽微です。本合弁会社の設立

および事業の進展により、今後、開示すべき事項が発生した場合には、速やかにお知らせ

いたします。 

 

 
◼ abc 株式会社について https://abc-chain.com/ 

abcは「多様性を通貨にする」を掲げます。私たちのアイデンティティであり、北極星で

あるこの言葉は、未来社会への約束です。私たちはこの言葉を、経営、事業、クリエイティ

ブの判断軸とすることで、Web3 技術を核とした通貨の専門集団として、従来の金融システ

ムの枠組みに捉われない「善いことをした人が得をする世界」を目指します。 

abcのグループ企業ネットワークにも「Tokenized by abc」をブランド表記として加え、

各事業と一体で示すことで、統一的なブランドマネジメントを通じて、グループ全体として

多様性を通貨にし、新しい価値交換システムを提供していきます。 

 

所在地：東京都港区赤坂四丁目９番 17号 赤坂第一ビル 11階 

代表者：代表取締役 松田 元 

事業内容：企業・ファンド等への投資、投資先支援、不動産関連事業、暗号資産関連事業 

 

≪本件に関するお問い合わせ先≫ 

abc株式会社 経営企画部 

pr@abc-chain.com 

以上 

https://abc-chain.com/
mailto:pr@abc-chain.com

